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特
別
寄
稿

四
十
年
勤
め
た
陶
磁
器
用
顔
料
メ
ー
カ
ー
を
退
職
後
、
誘
わ
れ
て
藤
原

陶
芸
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
、
作
陶
の
喜
び
を
知
り
ま
し
た
。
土
を
こ
ね
、
成

形
し
、
素
焼
、
施
釉
、
釉
焼
そ
し
て
冷
却
後
窯
出
し
。
窯
出
し
時
は
至
福

の
ひ
と
と
き
で
す
。
偶
然
性
を
求
め
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

「
何
、
こ
れ
？
」
と
心
で
叫
ぶ
時
は
、
何
物
に
も
代
え
が
た
い
思
い
で
す
。

い
な
べ
市
芸
術
文
化
協
会
で
は
、
昨
年
来
の
コ
ロ
ナ
禍
で
事
業
を
計
画

通
り
進
め
る
に
あ
た
り
、
検
温
、
消
毒
、
換
気
、
マ
ス
ク
そ
し
て
ソ
ー
シ

ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
厳
重
に
管
理
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

何
一
つ
中
止
す
る
こ
と
な
く
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
も

偏
に
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し
て
い
る
お
か
げ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

と
同
時
に
攻
め
る
心
を
保
持
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、「
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い

ぞ
」
と
い
う
強
さ
を
感
じ
ま
す
。

東
員
町
は
歴
史
的
な
文
化
・
芸
術
活
動
の
活
発
な
地
域
だ
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。
東
員
町
文
化
協
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
う
し
た
事
業
を

持
続
さ
れ
文
化
活
動
の
活
性
化
と
伝
統
文
化
の
継
承
に
尽
力
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

先
の
見
え
な
い
状
況
下
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
地
域
に
根
付
い
た
活
動
を

さ
れ
て
い
る
貴
文
化
協
会
の
会
員
皆
様
の
益
々
の
ご
活
躍
と
ご
発
展
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
い
な
べ
市
芸
術
文
化
協
会

コ
ロ
ナ
禍
で
の
文
化
活
動

会
　
長 

三

輪

　

孝

略
歴

平
成
三
十
年　
　
　

芸
術
文
化
協
会
理
事
に
就
任

令
和
元
年　
　
　
　

芸
術
文
化
協
会
会
長
に
就
任
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第
54
回
東
員
町
文
化
祭
を

終
え
て

東
員
町
の
皆
様
と
共
に
歩
み
、
今

回
で
54
回
目
を
迎
え
る
歴
史
の
長
い

東
員
町
文
化
祭
の
リ
ー
ダ
ー
を
任
せ

て
い
た
だ
く
な
か
で
、
多
く
の
貴
重

な
ご
意
見
，
温
か
い
ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
一
生
懸
命
務
め
ま
し

た
。
お
蔭
様
を
持
ち
ま
し
て
無
事
終

え
る
こ
と
が
で
き
、
感
謝
の
念
に
堪

え
ま
せ
ん
。

今
後
も
皆
様
方
の
ご
支
援
・
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

�

展
示
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

�

加
藤
八
重
子
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第54回 東員町東員町
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東
員
町
文
化
祭

東
員
町
文
化
祭

個人作品

公民館講座卒業生作品

第
54
回
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東
員
町
文
化
祭

東
員
町
文
化
祭

学校作品

学童作品

第
54
回
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謙
虚
で
あ
れ

三
重
県
に
「
春は
る

澄ず
み

善よ
し

縄た
だ

」
と
い
う
偉
人
が
お
ら
れ

ま
す
。
平
安
時
代
の
初
め
、
延
暦
16
（
７
９
７
）
年

に
伊
勢
の
国
員
弁
郡
に
生
ま
れ
、
貞
観
12
（
８
７
０
）

年
に
没
し
た
学
者
で
す
。
あ
ま
り
裕
福
と
は
い
え
ぬ

一
族
に
あ
り
な
が
ら
京
に
上
り
、
学
才
一
つ
で
立
身

出
世
し
た
善
縄
は
六
国
史
の
一
つ
正
史
「
続
日
本
後

紀
」
を
編
纂
し
、
嵯
峨
天
皇
か
ら
清
和
天
皇
ま
で
四

朝
か
ら
の
信
任
厚
く
、
高
い
人
物
評
価
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
善
縄
の
生
涯
は
波
乱
万
丈
そ
の

も
の
で
、
上
京
し
た
も
の
の
「
良
家
指
定
の
み
の
限

定
」
に
卒
業
を
見
送
ら
れ
か
け
た
り
、
政
変
（
承
和

の
変
）
に
巻
き
込
ま
れ
左
遷
と
な
る
も
の
の
、
国
の
重

鎮
（
文
章
博
士
）
と
し
て
召
し
返
さ
れ
た
り
し
ま
す
。

春
澄
善
縄
は
平
安
初
期
で
す
が
、
明
治
に
入
り
学

制
が
敷
か
れ
「
教
科
書
」
に
登
場
し
ま
す
。
そ
の
表

題
は
「
謙
虚
で
あ
れ
」。「
争
い
を
好
ま
ず
、
野
心
を

持
た
ず
、
た
だ
学
問
を
好
み
、
風
月
を
楽
し
む
」
善

縄
の
生
涯
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
の
新
政
府

は
将
来
の
日
本
を
見
据
え
、
こ
の
春
澄
善
縄
を
教
科

書
に
選
ん
だ
の
で
す
。

こ
の
教
科
書
は
明
治
大
正
昭
和
を
歩
ま
れ
た
方
々

に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
第
64
代
内
閣
総
理
大

臣
に
任
命
さ
れ
、
54
歳
で
当
時
の
戦
後
最
年
少
総
理

大
臣
に
な
っ
た
田
中
角
栄
は
、
支
援
者
へ
の
色
紙
に

い
つ
も
善
縄
の
詩
を
書
い
て
い
ま
し
た
。「
末
つ
い
に

　

海
と
な
る
べ
き
山
水
も　

志
ば
し
木
の
葉
の　

下

く
ぐ
る
な
り
」
小
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
は
一
生
忘
れ

る
こ
と
は
な
い
、
そ
れ
を
強
く
思
わ
さ
れ
ま
す
。

春
澄
善
縄
の
生
誕
地
が
東
員
町
中
部
公
園
の
西
隣

に
あ
り
、「
吉
澄
神
社
遺
蹟
」
と
刻
ま
れ
た
石
碑
の
存

す
る
こ
と
も
以
前
、
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
辺
り
は
、
岡
古
墳
か
ら
猪
名
部
神
社
古
墳
群
を

結
び
、
天
武
天
皇
遙
拝
所
、
そ
し
て
明
和
町
の
斎
宮

へ
と
続
く
東
経
１
３
６
度
57
分
の
聖
地
に
あ
り
て
、

続
日
本
後
紀
を
綴
り
学
問
の
神
・
春
澄
善
縄
を
始
め

石
垣
隈
太
郎
、
七
世
松
本
幸
四
郎
、
木
村
俊
夫
生
誕

の
地
と
し
て
、「
謙
虚
で
あ
れ
」
の
原
点
で
あ
る
と
い

っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

麿
光
垣
石 べ

な
い第

二
五
世
宮
司

猪
名
部
神
社

続
々
・
歴
史
よ
も
や
ま
話
其
の
弐

続
日
本
後
紀

ひばり⑥



動このごろ活
岡田水彩画グループ ぐるーぷ美茂座

員弁百人一首の会

笹尾民踊クラブ＆なでしこ虎の会

菊水流詩舞東員クラブ

ぐるーぷ美茂座展
7月7日（水）～8月4日（水）

於　笹尾コミュニティセンター

毎月第一水曜日に岡田水彩画グループの一員として
活動している。
「グループ美茂座」会員の日頃の成果を発表する作品
展を年一回7月から8月にかけて開催。会場利用者に鑑
賞してもらい絵を描く励みにしています。

第32回東員百人一首かるた大会結果
10月10日（日）
於　東員町武道館

有段者Ｃ級以上の部
優勝　　諸岡和奏（桑名市立陵成中2年）
準優勝　太田智絵（桑名市）
有段者Ｄ級の部
優勝　　山田侑佳（暁中学2年）
準優勝　髙橋茉央（暁中学3年）
一般の部
優勝　渡邉璃奈（暁中学１年）
準優勝　濵口美心（暁中学1年）
中学生の部（準優勝なし）
優勝　六鹿奏絵（四日市市立中学2年）
小学校高学年の部
優勝　三原芙実香（津田学園小4年）
準優勝　研谷新（鈴鹿市立一ノ宮小4年）　
小学校低学年の部
優勝　研谷詠介（鈴鹿市立一ノ宮小２年）
準優勝　三原舜一朗（津田学園小2年）

伊勢神宮奉納
（名古屋・日本民踊研究会主催）

10月3日（日）
於　伊勢神宮内宮参集殿　能舞台

第56回伊勢神宮奉納踊りに参加。神嘗祭における行
事の１つとなります。神楽殿にてご祈祷を受け、内宮
参拝をして、奉納おどりとなります。
コロナ禍の為延期された後の今回の奉納おどりも人
数制限となり、12曲の参加となりました。
伊勢神宮式年遷宮の為に作られました曲「悠久の詩」
を踊らせていただきました。

笹尾睦会　11月誕生会
11月21日（日）13時～16時
於　笹尾コミュニティセンター

笹尾睦会は11月誕生会を予定通り実行しました。マ
イク・机・椅子などの消毒に役員の方は懸命に働いて
いました。
お陰様で、コロナの発生者もなく、カラオケ・ダン

ス・踊り等で楽しい時間を過ごしました。参加者 60名

ひばり⑦



陶芸第一クラブ

箏曲・三絃グループ「箏奏」

箏曲麗明社「廣翔会」

民謡寿会

“自作の器で蕎麦を楽しむ”
11月22日（月）

於　東員町総合文化センター　調理実習室

当初は令和2年中に計画をしましたがコロナ感染の
広がりで延期になり、待ちに待った開催でした。蕎麦
は経験あるクラブ員の手打ちで、各会員が作った自作
の蕎麦猪口にそばつゆを注ぎ、こしのある蕎麦をおい
しくいただきました。
クラブとしては久し振りのイべントで「美味しい蕎
麦」を来年も楽しみたいと盛り上り成功裏に終わりま
した。

いなべ市民祭　舞台発表会
11月28日（日）

於　北勢市民会館　さくらホール

吉崎克彦作曲　さくらグラフ
箏合奏演奏

いなべ市民祭　舞台発表会
11月28日（日）

於　北勢市民会館　さくらホール

いなべ市芸術文化協会の所属団体の発表会に参加し
ました。
「パプリカ」、鬼滅の刃より「紅蓮華」を箏三重奏で
演奏しました。
コロナ禍の中開催され、無事出演を終えることがで
き良かったです。

いなべ市民祭　舞台発表会
11月28日（日）13時～

於　北勢市民会館　さくらホール

いなべ市芸術文化協会・いなべ市教育委員会共催の
舞台発表会に出演しました。2日間に亘り21団体が参
加しました。
コロナ感染予防で唄も、マスク＆フェイスシールド
を着用して唄うため違和感がありましたが、開催され
たことが良かったです。

動このごろ活
ひばり⑧



ＧｌｏｗＭｉｘ☆

笹尾吟詩会

ニットルームかわまつ

トピックス

ＧｌｏｗＭｉｘ☆発表会
Ｒｉｎ　～鈴・輪・凛～
12月12日（日）14時から
於　東員町総合文化センター

ひばりホール

今年も沢山の方々のご協力をいただき発表会を開催
できました。
【世の中に明るい光を】踊り手自身やお客様の心を動
かし、輪になり楽しく、清々しく凛とした3つの構成
で多彩なダンスを発表しました。ステージに立てる喜
びを感じながら最高の時間を過ごしました。いつも応
援いただきありがとうございます！！

一吟会
12月17日（金）

於　笹尾コミュニティセンター

吟詩会では毎年最後の勉強会の日に会員それぞれが
一吟を発表することにしています。数十年以来の習慣
です。今年も全員元気に自分の好きな漢詩を吟じるこ
とができました。

合格おめでとうございます
令和3年度、文部科学省後援　日本編物検定協会毛
糸・レース技能検定が９月19日に実施されました。
その結果、毛糸3級で永島紫織さんは優秀な成績で
文部科学大臣賞を授賞しました。
他にレース2級では稲垣恵さんが、毛糸4級では黒田
小百合さんが合格されました
三重県では今年度も授与式が行われない為、教室の
皆さんと一緒に喜び、お祝いをしました。

令和3年度北勢地域文化団体交流会
令和3年11月27日（土）に、東員町総合文化センタ
ー1階第一研修室にて、桑名市文化協会、一般社団法
人四日市市文化協会、菰野町芸術文化協会、一般社団
法人いなべ市芸術文化協会、一般社団法人東員町文化
協会の5団体の参加で交流会を開催しました。各団体
からコロナ禍の中での活動報告及び意見交換を行いま
した。ズーム会議や来年度オールデジタルで開催予定
の写真展など今までにない取り組みも報告されました。

動このごろ活
ひばり⑨



大平修身氏の逝去を悼む

� 中部短歌会東員支部代表　冨田博一

短歌結社誌「金雀枝」主幹であり、東員町文化
協会の相談役である大平修身氏が八月十二日に八
十五歳で逝去されました。定時制高校の一年生の
時、水谷一楓師の主宰する「金雀枝」に入社して
以来研鑽を続け、平成四年一楓師の亡きあと結社
を引き継がれており、翌年からは結社の改革に取
り組み、組織体制や経理の明確化、新規企画の実
行、対外的活動への参加などを実施しています。
私が金雀枝へ入社したのは平成六年でしたが、
この当時の大平さんの活躍は目覚ましく平成五年
に三重県文学部門奨励賞を受賞し、平成六年に日
本歌人クラブ東海ブロック長、七年に中部歌人会
副委員長、十年に三重県歌人クラブ委員長と三重
県短詩型文学協会事務局長に就任しています。
大平さんは現実主義と努力の人だけあって義理
堅さと面倒見の良い親分気質の人でしたが、少し
気を使い過ぎた人でもあり、誤解を受けたことも
多々あったようです。短歌の特徴は、当初よりリ
アリズムによる作歌法で、一貫して変わりません
でした。最新の大平さんの歌を紹介させていただ
きます。

〇�不織布マスク二重に重ね透析の
治療に向かふけふ三年目

〇�身の裡の水濁りゆく真夜にして
スバルは低く煌きやまぬ

〇�死ぬ前に琉球の海が見たかると
叶わぬことをこのごろ思ふ

大平修身先生を偲んで

� 員弁百人一首の会　松岡貴子

員弁百人一首の会を創設された初代会長であっ
た大平先生の思い出を少し書かせて頂きます。
先生は大変教え上手で、私を始め会員達が県内
外の大会で入賞できるほどに指導してくださいま
した。先生御自身が、縁がなかったとは言え、全
国大会で名人クインを下し、何度も優勝された一
流のかるた選手であったからでしょう。全日本か
るた協会でも要職を歴任され、「競技かるた百年
史」の刊行に尽力され多大な功績を残されました。
超人的な力を発揮する先生でしたが、かるたを
教えるにあたって一番大切にしていたことは「自
分に正直なかるたを取る」ことでした。
競技かるたのルールでは、おてつき（読まれて
いない札にふれる、又は読まれていない札の陣に
ふれる）をすると相手から一枚送られます。とこ
ろが相手がこちらのミスに気付かないときがあり
ます。気づかない相手が悪い、ラッキーだと思う
ようではダメだというのです。目の前の勝ちに目
がくらみ、ミスを申告しないのは相手にも自分に
もウソをつくこと。自分の弱さに負けるなと教え
られました。
今、私も何人かを指導する立場になりましたが、
心を大切にすることを伝え、いつか名人クインが
鈴鹿峠を越え三重に誕生させたいという先生の悲
願を達成させたいと思います。
大平先生、見守っていてくださいね。
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（広報委員）
　編集担当　石垣 典夫・川松 由喜子・平野 義人
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発行　一般社団法人 東員町文化協会
　　　　三重県員弁郡東員町山田1700
　　　　東員町総合文化センター内
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編集後記
ほぼ 2年コロナ禍の中、東員町からの委託事業である東員
町公民館講座・東員町文化祭展示部門及び本協会自主事業で
ある春の文協まつりは、一部中止や延期はありましたが東員
町教育委員会社会教育課のご指導のもと感染症対策を行ない
ながら事業を実施してきました。
　 3月の春の文協まつりは、どうなるかわかりませんが、昨
年度を参考にして展示・芸能祭を実施していくことになると
思います。
年末のあわただしい時期に、いなべ市芸術文化協会三輪会長
様はじめ多くの方々に原稿を作成していただき感謝申し上げます。

印刷：冊子印刷ドットコム

※文協まつりの内容につきましては、変更になる場合があります。
※�来場される方は必ずマスクを着用していただきますようお願いいたします。なお、新型コロナウイルス感染
拡大防止のため、急遽開催をとりやめる事がありますのであしからずご了承ください。
※�詳細は文化協会ホームページをご確認ください。

3月9日（水）～13日（日）
展示時間　9：00〜17：00
　　　　　（初日は13：00〜最終日は15：30まで）
場　　所　東員町総合文化センター 特設展示会場
主な出展団体（文化協会加盟団体）と出展者

陶芸第一クラブ・ひばり窯陶友会
東員フォトクラブ・書道第一クラブ
東員書道クラブ・楽絵筆
岡田水彩画ブループ・写遊人
中部短歌会東員支部
ニットルームかわまつ
洋裁サークル・マミー
文化協会会員・公民館講座卒業生

出展内容　陶芸・写真・絵画・文芸・書道・工芸
手芸・編物・洋裁・その他

（展示内容は作品応募状況により変更になる場合があります）

3月12日（土） 3月6日（日）大茶会（抹茶） 囲碁大会

尚、感染症拡大防止のため、下記行事を中止とさせていただきますのでご了承ください。

3月13日（日）　10：00（開場9：30）
場　　所　東員町総合文化センター　ひばりホール
出 演 者

文化協会加盟団体
YYフラグループ・YYウクレレグループ
飛龍東員太鼓
バトンメイツフェニックス・Glow Mix☆
員弁東部吟詩会・菊水流詩舞東員クラブ
箏曲麗明社「廣翔会」・東員町大正琴クラブ
笹尾民踊クラブ・笹尾吟詩会・民謡寿会
劇団 員弁川
 （順不同）
司　　会　劇団 員弁川

（関係者のみの限定公開と
させていただきます）

作品展 芸能祭

入場
無料

中止 中止

主催　（一社）東員町文化協会
後援　東員町教育委員会
申込・問合せ先　（一社）東員町文化協会　☎76－7711
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